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辻誠一郎＊：東京都調布の後期更新世野川

泥炭層から産した花粉化石群

Sei-ichiroTsuJI＊：FossilPollenAssemblagesObtainedfrom

theLatePleistoceneNogawaPeatatChofu,Tokyo

要旨野川泥炭層の花粉化石群の層位的変化と岩相から，野川泥炭層堆積期を次のような４

つの時期に区分した。第１期：ハンノキ属・コナラ属コナラ亜属を主とする温帯性落葉広葉樹

が卓越した。第２期：ハンノキ属や他の落葉広葉樹が衰退し，マツ属単維管束亜属その他の針

葉樹が急増する時期で，次の第３期への移行期の性格をもつ。第３期：マツ属単維管束亜属・

モミ属といった針葉樹が卓越した。針葉樹は堆積域にも侵入し，林床にはシダ植物が繁茂して

いたと推定される。第４期：針葉樹が衰退しハンノキ属その他の落葉広葉樹が卓越した。第２

期と第３期における針葉樹の拡大は，その前後の第１期と第４期に比べより冷涼な気候に見舞

われたことを示す。関東平野での層序・編年との対比から,第２期は約２２，０００～21,000年前,第

３期は約２１，０００～18,000年前と見積もられる。

キーワード：花粉分析，関東平野，後期更新世，最終氷期最盛期，植生史
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はじめに

１９８１年秋に調布市野川大橋一帯の護岸改修工事が行われた際，同橋東側の南岸に位置するＳＫ－３４地点

（北緯35.38'42,'，東経139.35,5"，標高約２７ｍ；Fig.１)において立川ロームと同時期の水成堆積物が見出

された。この水成堆積物の層序についてはすでに千葉ほか（1982）の報告があり，全般に有機質な堆積物

によって特徴づけられるので野川泥炭層と呼ばれ，挟在する姶良Ｔ、火山灰（ＡＴ）や地形面の対比から立

川－１１１（Tc-III）面の構成層とされた。Tc-III面を構成する水成堆積物は，関東平野中央部における層

序と編年にもとづいて，その基底部が約26,000年前，上部が約14,000年前あるいはそれより少し新しいと

見積もられている(遠藤ほか，1983)。この時期は一般に最終氷期最盛期と呼ばれる寒冷で海面が著しく低

下した時期を含むため，環境変動史においても植生史においても注目される時期である。関東平野ではこ

れまでに南部から中部にかけてのいくつかの地点において最終氷期後半の植物化石群が知られているが，

Tc-III面を構成する水成堆積物をとおして連続的に植物化石群が検討された事例は，遠藤ほか（1983）に

よって報告された桜川低地における下大島層の花粉化石群以外には知られない。小論ではTc-III面の櫛
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3．花粉化石群

花粉化石群の検討には露頭から直接採取したブロックの分割試料を用い,ＫＯＨ－アセトリシス法によっ

て花粉化石を抽出した。花粉化石の出現率は，木本花粉については木本花粉総数を基数とし，草本花粉・

シダ植物胞子については花粉・胞子総数を基数として百分率で算出した。

同定した全分類群の花粉化石の産状をFig.３に示す。図中のＴ､－Ｃ.はイチイ科一ヒノキ科一イヌガヤ科

Taxaceae-Cupressaceae-Cephalotaxaceaeの略である。木本では，ハンノキ属Ａ/”s，コナラ属コナ

ラ亜属Ｑ２《2”"ssubgen､LCjDidり6α此z”s，クマシデ属一アサダ属Ｑｚゆ加祁ｓ－ＯＳｔｒｙａ，カバノキ属ＢＧ”α，

ニレ属一ケヤキ属Ｕ/加"s-ZtWbozﾉαといった落葉広葉樹とモミ属A6ies，ツガ属乃zｨgz，トウヒ属Ｐ/Ceα，

2２

Fig.１Mapshowingthelocalityofthesiteinvestigated(SK-34）

成堆積物の連続的な花粉化石群の検討結果を記戦し，植物相と環境変遷に関して議論する。

本研究を進めるにあたり，野川泥炭層の層序・編年に関する資料の提供と有益な討論をいただいた千葉

達朗・遠藤邦彦・羽鳥謙三各氏ほか関係者に感謝します。

2． 地質層序

層厚約４ｍにおよぶ野川泥炭暦は，野川河床に鰯出する立川喋層を整合に覆い，褐色の風成ローム層に

整合に覆われる。風成ローム屑はいわゆる完新世黒土層に整合的に覆われる。野川泥炭層は下部と上部で

岩相が異なり，下部はシルト・粘土が卓越するのに対して上部は泥炭質な堆積物が卓越する。すなわち，

下部は暗灰色泥炭質シルト・灰白色粘土・砂からなる。泥炭質シルトにはしばしば葉理が認められ，木材

片やその他植物遺体の細片の密集部が認められる。上部は下部から暗褐色泥炭質シルト・褐色分解質泥炭

・灰色水成ロームからなる（Fig.２)。泥炭質シルトおよび泥炭ともに，下部に比べて暗色が強いが，分解

の程度が進んでおり植物遺体片がほとんど確認されない。野川泥炭層には連続性の悪い薄層もあわせると

２５層もの一次堆積のテフラが挟在するが，上部の泥炭質シルト・分解質泥炭に挟在するものが多い。これ

らのうち上部に挟在する層厚約６ｃｍの白色のテフラは，多量のバブル・ウォール型火山ガラスからなる

などの岩石学的性質からＡＴに対比された(遠藤ほか，1983)。その他のテフラは黒色あるいは暗灰色のス

コリア質火山砂からなり，その多くのものがこの時期に活発な噴火活動を行った富士火山に起源すると考

えられる。下部に挟在するテフラはいずれも保存が良いが，上部に挟在するテフラは風化の程度が進んで

おり，とくに泥炭に挟在するテフラは風化の程度が著しく，粘土化して全体あるいは周縁部が白色を呈す

ることが多い。
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東京都調布の後期更新世野川泥炭層から産した花粉化石群（辻誠一郎）

Photographsofthesectioninvestigated

Left：TheupperpartoftheNogawaPeat,intercalatingmal･kedtephraAT‘
ＲｉＲｈｔ：ScoriaceoustephralayersintheupｐｅｒｐａｒｔｏｆｔｈｅＮｏｇａｗａＰｅａｔ．

鵬

マツ属Ｐ加"s(大半が単維管束亜属subgen､HZzPjo籾jo邦)，スギ属Ｃ’fyjI)'0？ｗ7伽といった針葉樹の産出が目

立つが，カエデ属ＡＣＧγ，シナノキ厩”伽，イボタノキ属Ｌ噌況srγ１Ｗ泥といった虫媒性の分類群もほぼ全試

料から産出する。これらは温帯の落葉広葉樹種や温帯から亜寒帯にかけての針葉樹種を含む分類群である。

草本では，イネ科Gramineae，カヤツリグサ科Cyperaceae，ヨモギ属Ａγjg7泥海〃の産出が目立つほか，カ

ラマツソウ属刀zα"c/宛"泥，その他のキンポウゲ科Ranunculaceae，セリ科Umbelliferae，ヨモギ属以外

のキク亜科Tubulifloraeがほとんどの試料から産出する。泥炭質シルト・泥炭からなる上部ではミズバ

ショウ属近似種Cf､Lysicﾉz伽７２，ナデシコ科Caryophyllaceae，フウロソウ属Gg7tz邦醜加，ヒカゲノカズラ

属LycQpo‘魂772が連続的に産出する傾向がある。

各分類群の花粉化石の出現率の層位的な変化にもとづいて，Fig.３に示したような,下位からCFI-1,11,

111,1Ｖの４つの局地花粉化石群帯を設定する｡CFI-I帯は試料]6～１１の野川泥炭層の下部にほぼ相当し，

ハンノキ属・コナラ属コナラ亜属の優占や，イチイ科一ヒノキ科一イヌガヤ科・クマシデ属一アサダ属・

シナノキ属・イボタノキ属の相対的に目立った産出で特徴づけられる。草本のイネ科・カヤツリグサ科・

ヨモギ属の産出も目立つが，とくに試料１４～１１で著しい。ＣＨＩ－ＩＩ帯は試料10～８にあたり，マツ属単維

管束亜属の優占とハンノキ属・コナラ属コナラ亜属・ツガ属・トウヒ属といった広葉樹・針葉樹の随伴，

およびシダ植物の胞子やカヤツリグサ科の高率によって特徴づけられる。CFI-III帯は試料7～３にあた

り，モミ属・ツガ属・トウヒ属・マツ属単維管束亜属といった針葉樹の優占とシダ植物胞子の高率の産出

によって特徴づけられる。ＣＦＩ－ＩＶ帯は試料２．１にあたり，ハンノキ属の優占とクマシデ属一アサダ属

・ニレ属一ケヤキ属の相対的に目立った産出によって特徴づけられる。
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東京都調布の後期更新世野川泥炭層から産した花粉化石群（辻誠一郎）

、

[SK-34］Iruma，ＣｈｏｆｕＳｈｌｍｏ－０ｓｈｌｍａ，Ｔｓｕｃｈｌｕｒａ

ｍ
一（

Ｕ

：

L.P.Ａ･Ｚ・Sta9e

■
■
■
旨
』
雪
■
巴
宮
呂
■
■
■

し
一
グ
ー
夕
●
『
ク
ク

０
１
２
唖
一
３
・
・
４
５

グ

；Ｉ

iii
ＡＴ

▲

１－

2５

◎｡。↓ 5０‘４０

血ａｇ

Ａｂｉｅ

Ｐﾕｎｕ

ｐｕｅｒ

Ｂｅｔｕ

１０oz

4 ．考察

花粉化石群の層位的変化は堆積物の変化によく対応し，堆積環境の変化と密接に関係することを示唆す

る。すなわち，ＣＦＩ－Ｉ帯は泥炭質シルト・粘土からなる野川泥炭層下半部に，ＣＦＩ－ＩＩ・ＩII帯は泥炭質シ

ルト・泥炭からなる野川泥炭層上半部の下部に，ＣＦＩ－ＩＶ帯は水成ロームからなる上半部の上部に対応す

る。このことから，次のような４つの局地花粉化石群帯にそれぞれ対応する４つの古環境にもとづく時期

区分を行うことができる(Fig.４)。第１期：CFI-I帯に対応し，ハンノキ属・コナラ属コナラ亜属その他

の温帯性落葉広葉樹が卓越し，河川の活動の影響が相対的に大きかった時期である。ハンノキ属・イネ科

・ヨモギ属は堆積物の変化に対応した出現率の変化がみられるので，堆積域あるいはその縁辺に生育して

いた可能性が高い。第２期：CFI-II帯に対応し，ハンノキ属や他の落葉広葉樹が衰退し，マツ属単維管束

亜属その他の針葉樹が急増する時期で，次の第３期への移行期の性格をもつ。河川の影響が小さくなり，

植物遺体が堆積する湿り気のある環境へ移行した。第３期：CFI-III帯に対応し，マツ属単維管束亜属・

モミ属・ツガ属・トウヒ属といった針葉樹が卓越した。堆積環境は植物遺体が堆積する湿り気のある環境

であったが，植物遺体はほとんど分解していることから，多少とも好気的環境であった。したがって，針

葉樹もこうした環境へ侵入し，ハンノキ属とは逆相関の関係をもつシダ植物は針葉樹の林床に繁茂してい

た可能性が高い。第４期：ＣＦＩ－ＩＶ帯に対応し，針葉樹の衰退に対応しハンノキ属その他の落葉広葉樹が

卓越した時期である。次第に陸化の方向性をたどり，堆積する水成ロームという土壌条件に適応したカパ

ノキ科植物に代表される植生が成立したとみられる。

以上のような温帯性の落葉広葉樹が卓越する第１期から最初の針葉樹の拡大期でもある移行的な第２期

を経てつづく針葉樹の拡大期である第３期に到る一連の変化は温暖気候から寒冷気候への気候環境の変化

を示しているが，この変化は関東平野中央部の桜川低地一帯のTc-III面構成層である下大島層について

もすでに確認されている（遠藤ほか，1983)。Fig.４は野川泥炭層と下大島層の花粉化石群の層位的変化と

古環境にもとづく時期区分の対応関係を示したものである。遠藤ほか（1983）は，コナラ亜属の優占する
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冷温帯落葉広葉樹林で特徴づけられる時期をＩ期，マツ属やトウヒ属などからなる亜寒帯針葉樹林で特徴

づけられる時期を111期とし，Ｉ期から111期への移行期を11期としている。卓越する要素や出現率の変動

の仕方から，本研究での第１期，第２期，第３．４期はそれぞれ下大島層のＩ期，１１期，111期に対比され

る。遠藤ほか（1983）は111期の上部におけるハンノキ属・カバノキ属といった落葉広葉樹で特徴づけられ

る時期をとくに区分していないが，野川泥炭層におけると同様に針葉樹の出現率が著しく低下する特異な

花粉化石群で特徴づけられるので重視されてよいものである。下大島層では，第２期に相当する移行期で

マツ属単維管束亜属に伴ってシナノキ属の産出が著しく，また第３期に相当する針葉樹の卓越期ではトウ

ヒ属の産出がとくに著しいといった産状の違いもいくつかみられるが，それらは植物群の地域的な組成上

の差異を反映したものとみなせる。町田･新井（1976,1983）によるＡＴの降灰年代，遠藤ほか（1983）に

よる桜川低地一帯でのTc-III面構成層である下大島層の層序･編年，および辻（1983）の関東平野におけ

る植生史編年との対比から，第１期は約22,000年前以前，第２期は２２，０００～２１，０００年前，第３期は２１，０００

～18,000年前，第４期は１８，０００年前以降と見積もられる。辻（1985）はＡＴ降灰頃およびその後約18,000

年前にかけてトウヒ属・チョウセンゴヨウ〃"z《ｓル0”azs心・カラマツＬα'か/”/0/”応・モミ属を主とす

る針葉樹が卓越する森林植生が関東平野に広く成立していたとし，また最近，辻・小杉（1991）はＡＴ降

灰前後の植生と環境変化についてまとめ，気候の寒冷化にともなってＡＴ降灰までにはすでに針葉樹林化

が進行し，ＡＴ降灰によってその傾向が一気に促進されたとし，２段階にわたる針葉樹林化を認めている

が，野川泥炭層における変化はまさにこれらの見解を支持するものである。なお，本研究の調査地点での

針葉樹の種については不明であるが,最近,近接する小金井市の野川中洲北遺跡では，ＡＴおよび放射性炭

素年代にもとづくとほぼ第３期に相当する第１I泥炭層から多量のトウヒ属パラモミ節Piceasect．

Ｅ"がc“･チョウセンゴヨウ･カラマツといった針葉樹の大型植物化石が産出しており（関東第四紀研究会，

1989)，本地点での分類群はおおむねこれらに対応するものと考えられる。したがって，第３期にあたる当

時の関東平野には共通性の高い種構成をもつ森林植生が広く成立していたといえよう。

第４期におけるハンノキ属を主とする落葉広葉樹の拡大は桜川低地でも確認されており（遠藤ほか，

1983)，第２．３期と同様に広範囲に起こった現象とみられる。いずれもTc-III面を構成する水成堆積物

が風成ロームへ変化する過渡的な時期にあたるので，上述したように土壌条件に適応した植生とみられる

が，繁栄していた針葉樹の急激な減少と相まっているので，土地条件のみならず気候の温暖化が作用した

と考えられ，落葉広葉樹の拡大が短期間の温暖期を示す可能性があるとする辻（1985）の考えを支持する。
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